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米
国
の
都
市
研
究
を
テ
ー

マ
に
す
る
文
学
部
英
語
英
米

文
学
科
の
黒
沢
真
里
子
ゼ
ミ

の
４
年
次
生
３
人
が
、
９

月
、
卒
業
論
文
の
調
査
に
現

地
研
修
旅
行
を
行
っ
た
。
松

沢
匡
さ
ん
は
シ
ア
ト
ル
、
岡

本
伊
知
さ
ん
は
ボ
ス
ト
ン
、

鈴
木
美
月
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
へ
。
３
人
の
体
験
談
を

ま
と
め
た
。

◇

　
松
沢
さ
ん
は
、
ア
マ
ゾ
ン

・
ド
ッ
ト
・
コ
ム
の
近
未
来

型
新
オ
フ
ィ
ス
の
「
ス
フ
ィ

ア
」
を
訪
問
し
た
。

　「
ス
フ
ィ
ア
」
は
、
現
代

の
画
一
的
で
閉
鎖
的
な
オ
フ

ィ
ス
と
は
対
照
的
な
作
り

で
、
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
３

球
体
で
で
き
て
い
る
。
内
部

は
小
川
が
流
れ
、
小
さ
な
滝

や
植
物
園
が
あ
り
、
鳥
の
巣

を
表
し
た
開
放
的
な
会
議
場

も
あ
る
自
然
豊
か
な
空
間

だ
。

　
松
沢
さ
ん
は
「
自
然
に
近

い
環
境
で
仕
事
が
で
き
る
の

は
最
高
の
ぜ
い
た
く
と
感
じ

た
。
ア
マ
ゾ
ン
見
学
で
得

た
、
新
し
い
も
の
を
創
造
す

る
ワ
ク
ワ
ク
感
を
卒
業
後
の

仕
事
に
も
生
か
し
た
い
」
と

話
す
。

　
岡
本
さ
ん
は

ボ

ス

ト

ン

で

「
エ
メ
ラ
ル
ド

ネ
ッ
ク
レ
ス
」

と
い
わ
れ
る
パ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
調
査
を
行
っ
た
。
エ
メ

ラ
ル
ド
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
、
市

街
地
中
心
部
の
広
場
か
ら
郊

外
の
公
園
ま
で
、
大
き
な
公

園
や
緑
豊
か
な
街
路
空
間
が

つ
な
が
っ
た
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
。

　「
実
際
に
目
に
す
る
こ
と

で
本
の
中
だ
け
で
は
分
か
ら

な
か
っ
た
描
写
も
理
解
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
の

目
で
確
認
す
る
こ
と
は
一
番

貴
重
な
資
料
・
情
報
に
な

る
」
と
実
感
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る

田
園
墓
地
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ッ

ド
霊
園
を
訪
問
し
た
。
田
園

墓
地
に
つ
い
て
は
黒
沢
教
授

の
研
究
対
象
で
あ
る
。

　
田
園
墓
地
と
は
、
19
世
紀

の
ア
メ
リ
カ
郊
外
に
誕
生
し

た
美
し
い
自
然
風
景
や
建
造

物
を
取
り
入
れ
た
広
大
な
墓

地
。
か
つ
て
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
観
光
名
所
だ
っ
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
天
使
の
彫
刻

や
消
防
士
の
彫
刻
、
エ
ジ
プ

ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
を
し

た
墓
碑
な
ど
〝
田
園
墓
地
〞

な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
建

造
物
を
目
に
し
た
。
印
象
に

残
っ
た
の
は
墓
地
の
正
面
ゲ

ー
ト
。「
こ
の
ゲ
ー
ト
は
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
の
非
常
に
立
派

な
門
で
、
町
か
ら
墓
地
へ
や

っ
て
き
た
人
び
と
を
別
世
界

に
引
き
込
ん
で
い
く
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。
す
べ
て
貴
重
な
研
究
資

料
に
な
り
ま
し
た
」

　
釣
り
好
き
の
父
親
が
つ
け

た
名
前
に
は
、
冷
た
い
渓
流

を
自
在
に
泳
ぐ
イ
ワ
ナ
の
よ

う
に
ど
ん
な
環
境
で
も
強
く

生
き
て
ほ
し
い
と
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
本
人
は

釣
り
よ
り
も
小
学
２
年
生
で

始
め
た
サ
ッ
カ
ー
に
熱
中
。

中
・
高
と
甲
府
の
育
成
部
門

で
プ
レ
ー
し
た
。
高
校
卒
業

後
、
プ
ロ
入
り
の
選
択
肢
も

あ
っ
た
が
、「
大
学
で
力
を

つ
け
、
サ
ッ
カ
ー
以
外
の
勉

強
も
し
た
い
」と
進
学
し
た
。

　
専
大
で
は
先
輩
た
ち
の
プ

レ
ー
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
「
こ

れ
だ
け
は
負
け
な
い
と
い
う

も
の
を
磨
か
な
け
れ
ば
」
と

決
意
す
る
。
小
林
さ
ん
に
と

っ
て
そ
れ
は
左
足
。
質
に
こ

だ
わ
っ
て
キ
ッ
ク
の
練
習

を
重
ね
た
。「
左
足
の
キ
ッ

ク
」
は
い
ま
や
小
林
さ
ん
の

代
名
詞
だ
。

　
生
活
と
練
習
の
拠
点
は
生

田
。
朝
７
時
か
ら
の
練
習
の

後
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
法

学
部
ま
で
通
う

日
々
。
当
初
は

両
立
に
苦
労
も

し
た
が
、
年
次

を
重
ね
る
に
つ

れ
、
余
裕
が
で

き
た
と
い
う
。

　
け
が
に
悩
ま

さ
れ
、
出
場
で

き
な
い
時
間
も

長

か

っ

た

が

「
自
ら
の
体
と

対
話
し
て
、
少

し
で
も
違
和
感

を
覚
え
た
ら
、

や
め
る
勇
気
を

持
つ
こ
と
が
必

要
」
と
冷
静
に
語
る
。

　「
す
べ
て
は
自
分
次
第
」

と
い
う
覚
悟
を
持
つ
。
主
将

と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
た

と
き
も
、「
一
歩
引
い
た
と

こ
ろ
か
ら
全
体
を
見
回
し
て

支
え
る
よ
う
に
心
が
け
た
」

と
振
り
返
る
。
専
大
で
の

日
々
は
「
人
に
恵
ま
れ
た
４

年
間
だ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
も

学
業
も
自
分
な
り
に
成
し
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
力

を
込
め
て
語
る
。

　
昨
年
11
月
末
に
サ
ッ
カ
ー

部
を
引
退
し
て
か
ら
は
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し

た
。
プ
ロ
と
し
て
通
用
す
る

体
を
つ
く
り
、
１
月
中
に
甲

府
に
合
流
す
る
。
専
大
出
身

の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
は
多
く
、
横

浜
Ｆ
Ｃ
に
加
入
す
る
同
期
の

中
山
克
広
さ
ん
（
経
済
４
）

と
の
対
戦
が
楽
し
み
だ
。

　「
一
度
き
り
の
人
生
、
や

り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

見
て
聞
い
て
み
た
い
」
と
さ

わ
や
か
な
笑
顔
を
み
せ
た
。

　
経
済
学
部
３
年
次
の
竹
下

潤
さ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅

行
を
題
材
に
し
た
オ
ン
デ
マ

ン
ド
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
『
Ｗ

ｉ
ｔ
ｈ 

‥
Ｕ
』（
発
行
・
ス

リ
ー
ス
パ
イ
ス
、
Ａ
４
判
・

１
１
４
㌻
）
を
出
版
し
た
。

　
名
所
巡
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン

で
の
食
事
、
田
舎
の
風
景
な

ど
を
楽
し
ん
だ
旅
の
思
い
出

を
刻
も
う
と
、
一
眼
レ
フ
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
い
、
デ
ザ
イ
ン

・
編
集
も
す
べ
て
一
人
で
仕

上
げ
た
。
竹
下
さ
ん
は
「
旅

の
醍だ

い

ご

み

醐
味
は
異
文
化
と
の
出

合
い
と
予
期
せ
ぬ
体
験
。
そ

の
魅
力
を
伝
え
た
い
」
と
語

る
。

　
２
０
１
７
年
夏
、
高
校
時

代
の
友
人
二
人
と
ブ
ル
ガ
リ

ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ

グ
ロ
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ

ェ
ゴ
ビ
ナ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
計
９
カ

国
を
３
週
間
で
巡
っ
た
。

　
ア
ド
リ
ア
海
の
真
珠
と
呼

ば
れ
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ド
ゥ

ブ
ロ
ブ
ニ
ク
の
絶
景
に
息
を

の
み
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ

ペ
ス
ト
で
は
温
泉
や
サ
ウ
ナ

風
呂
を
楽
し
ん
だ
。
所
持
金

を
取
ら
れ
そ
う
に
な
る
ト
ラ

ブ
ル
も
あ
っ
た
が
、
ど
の
国

も
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
が
あ
る
。

　
本
を
出
す
き
っ
か
け
は
、

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
出

版
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
も
携
わ

る
渡
辺
一
正
さ
ん
（
平
６

商
）
と
の
出
会
い
。
製
作
し

た
書
籍
デ
ー
タ
を
書
店
に
預

け
、
書
店
が
読
者
の
注
文
に

応
じ
て
印
刷
・
製
本
を
行
う

オ
ン
デ
マ
ン
ド
出
版
の
仕
組

み
を
渡
辺
さ
ん
か
ら
教
わ
っ

た
。

　
初
期
費
用
が
低
く
、
在
庫

保
管
の
必
要
も
無
い
。
長
い

期
間
、
本
を
販
売
す
る
こ
と

が
で
き
る
。「
ぜ
ひ
挑
戦
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」

　
製
作
ソ
フ
ト
は
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
い
、
渡
辺
さ
ん

か
ら
写
真
の
撮
り
方
、
原
稿

書
き
の
基
本
、
本
・
雑
誌
の

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
最
初
は
苦
労
し
た
が
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

構
想
か
ら
５
カ
月
で
本
を
完

成
さ
せ
た
。「
本
作
り
の
面

白
さ
を
知
っ
た
」
と
言
う
。

渡
辺
さ
ん
は
「
途
中
で
脱
落

し
て
い
く
人
が
多
い
中
、
本

作
り
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

た
」
と
竹
下
さ
ん
の
頑
張
り

を
た
た
え
た
。

　
現
在
、
自
身
の
旅
行
記
第

２
弾
を
執
筆
中
。
１
年
次
に

初
め
て
一
人
旅
を
し
た
タ

イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
東
南

ア
ジ
ア
を
舞
台
に
「
一
歩
踏

み
出
す
勇
気
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
エ
ッ
セ
ー
集
は
今
春
出

版
の
予
定
だ
。

　
生
活
構
造
論
を
テ
ー
マ
に

す
る
人
間
科
学
部
社
会
学
科

の
樋
口
博
美
ゼ
ミ
。
３
年
次

生
14
人
が
９
月
、
愛
媛
県
今

治
市
で
合
宿
を
行
っ
た
。

　
地
元
企
業
や
市
役
所
、
観

光
地
を
訪
ね
、
聞
き
取
り
調

査
を
行
い
、
地
域
産
業
と

人
々
の
生
活
と
の
関
わ
り
を

考
え
た
。
ゼ
ミ
生
の
大
滝
夢

夏
さ
ん
と
河
田
泰
明
さ
ん
に

何
を
学
ん
だ
か
を
聞
い
た
。

　
事
前
に
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が

テ
ー
マ
を
決
め
、
文
献
・
資

料
で
調
査
し
２
泊
３
日
の
合

宿
に
行
く
。
造
船
関
連
会
社

の
渦
潮
電
機
と
日
本
食
研
愛

媛
本
社
、
生
産
量
日
本
一
を

誇
る
今
治
タ
オ
ル
の
今
治
繊

維
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、
今

治
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
た
ほ
か
、
観

光
地
や
商
店
街
な
ど
で
「
ま

ち
歩
き
」
も
精
力
的
に
行
っ

た
。

　
河
田
さ
ん
は
市
の
中
心
商

店
街
に
あ
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
カ
フ
ェ
と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
の
機
能
を
備
え
た
施
設
を

訪
ね
、
商
店
街
の
活
性
化
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
姿

を
調
査
し
た
。

　「
特
に
注
目
し
た
の
は
カ

フ
ェ
。
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
を

店
内
に
作
り
、
子
ど
も
連
れ

も
安
心
し
て
入
れ
る
よ
う
工

夫
し
て
あ
る
。
居
心
地
の
良

い
空
間
を
作
り
、
人
の
つ
な

が
り
か
ら
商
店
街
の
活
路
を

見
い
だ
そ
う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
姿
を
感
じ
た
」と
話
す
。

　「
今
治
の
郷
土
愛
」
と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
テ
ー
マ
を
設

定
し
た
の
は
大
滝
さ
ん
。
最

近
は
、
し
ま
な
み
海
道
の
拠

点
と
し
て
観
光
客
に
人
気
の

今
治
だ
が
、
タ
ク
シ
ー
の
運

転
手
さ
ん
や
食
堂
の
人
な
ど

訪
ね
た
先
々
で
「
今
治
の
ど

こ
に
興
味
を
持
っ
た
の
？
」

と
聞
か
れ
た
そ
う
だ
。「
地

元
の
人
か
ら
今
治
を
誇
る
声

が
聞
か
れ
な
か
っ
た
の
は
意

外
で
し
た
。
郷
土
愛
を
生
み

出
す
要
因
は
何
か
を
考
え
て

い
ま
す
」
と
言
う
。

　
ゼ
ミ
生
た
ち
は
合
宿
で
の

体
験
を
基
に
、
１
万
字
の
論

文
を
書
く
。
樋
口
教
授
は

「
事
前
に
学
習
し
て
い
る
と

は
い
え
、
現
地
訪
問
は
た
っ

た
数
日
間
。
そ
の
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
の
提
案
は
難
し
い

が
、『
な
ぜ
』
そ
う
な
っ
た

の
か
を
現
場
の
事
例
か
ら
調

査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
ん

で
い
る
」
と
話
す
。

文
・
黒
沢
ゼ
ミ

３
人
が
卒
論
研
修
旅
行

シ
ア
ト
ル
、ボ
ス
ト
ン
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

写
真
上
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
「
ス
フ
ィ
ア
」
、
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
調
査
す
る
岡
本
さ
ん
、
田
園
墓
地
の
正
面
ゲ
ー
ト
で
鈴
木
さ
ん

ヴァンフォーレ甲府に入団 小林岩魚さん（法４）

左
足
武
器
に
Ｊ
の
激
流
へ

　Ｊリーグという激流へ飛び込め――。サッカー部の攻

撃的サイドバックで、主将を務めた小林岩魚さん（法

４）は今年、Ｊ２ヴァンフォーレ甲府に入団する。「地

元山梨でプレーする喜びをかみしめ、一日でも早くチー

ムに貢献したい」と意気込む。

得
意
の
左
足
で
攻
め
る
小
林
さ
ん

地
域
産
業
と
人
々
の
生
活

愛
媛
県
今
治
市
で
合
宿
調
査

樋
口
教
授
（
前
列
左
）
と
ゼ

ミ
生
た
ち

日
本
食
研
愛
媛

本
社
前
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
記
『
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

‥Ｕ
』出
版

竹下　潤さん（経済３）

竹
下
さ
ん
撮
影
の
ク
ロ
ア
チ
ア

の
ド
ゥ
ブ
ロ
ブ
ニ
ク
旧
市
街

「
旅
の
醍
醐
味

 

伝
え
た
い
」

社会で躍動 知性磨く
　「社会知性の開発」を掲げる専修大学で学生たちは学部の授業やゼミナール活動、スポーツの分野、あるいは社会

とつながるさまざまな活動の中で、自らの「社会知性」を磨いている。学内外で躍動する学生の姿を紹介する。

　
産
学
連
携
で
地
方
創
生
に

取
り
組
む
経
営
学
部
岩
田
弘

尚
ゼ
ミ
（
専
門
は
管
理
会

計
）
。
３
年
前
か
ら
長
野
県

内
で
食
を
テ
ー
マ
に
活
動

し
、
経
営
学
部
の
理
念
で
あ

る
「
理
論
と
実
践
」
の
融
合

を
図
っ
て
い
る
。
今
年
度
は

ゼ
ミ
生
15
人
が
商
品
開
発
か

ら
加
工
、
包
装
、
ポ
ス
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
、
宣
伝
、
販
売
、

原
価
計
算
、
決
算
ま
で
手
が

け
た
。「
チ
ー
ム
で
Ｇ
Ｒ
Ｉ

Ｔ
（
や
り
抜
く
力
）
と
い
う

考
え
を
実
行
で
き
た
。
就
活

に
向
け
て
自
信
が
つ
い
た
。

地
方
創
生
の
活
動
を
後
輩
に

つ
な
げ
た
い
」
と
ゼ
ミ
生
は

充
実
し
た
表
情
で
語
る
。

　
活
動
に
協
力
し
て
い
る
の

が
、
長
野
県
長
和
町
で
生
ハ

ム
工
房
を
起
業
し
た
藤
原
伸

彦
さ
ん
。
岩
田
教
授
と
知
り

合
う
中
で
若
者
の
育
成
な
ど

で
意
気
投
合
し
た
。
ゼ
ミ
生

は
同
県
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

食
の
イ
ベ
ン
ト
で
藤
原
さ
ん

の
出
店
ブ
ー
ス
の
運
営
を
任

さ
れ
、
経
営
学
を
実
践
し
て

き
た
。

　
今
年
度
は
同
町
で
廃
い
け

す
を
活
用
し
高
級
食
材
チ
ョ

ウ
ザ
メ
の
養
殖
・
加
工
を
手

が
け
る
地
域
商
社
ド
リ
ー
ム

ウ
ィ
ン
グ
ス
合
同
会
社
（
Ｄ

Ｗ
社
、
東
久
保
貴
之
代
表
社

員
）
と
の
産
学
連
携
も
始
ま

っ
た
。
淡
泊
で
上
品
な
身
を

具
に
使
っ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

を
提
供
す
る
た
め
市
場
調

査
。
フ
レ
ン
チ
の
シ
ェ
フ
で

も
あ
る
藤
原
さ
ん
の
指
導
を

受
け
、
ゼ
ミ
長
の
中
村
可
奈

美
さ
ん
（
３
年
次
）
ら
が
試

作
を
繰
り
返
し
た
。
10
月
21

日
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
を
楽
し

む
祭
典
フ
レ
ン
チ
ブ
ル
ー
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
（
Ｆ
Ｂ
Ｍ
）
で

お
目
見
え
し
た
。

　
Ｆ
Ｂ
Ｍ
は
７
０
０
０
人
以

上
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

ゼ
ミ
活
動
の
集
大
成
の
場
。

イ
ベ
ン
ト
の
３
日
前
に
は
笠

間
和
樹
さ
ん
（
３
年
次
）
ら

５
人
が
、
５
㌔
超
の
チ
ョ
ウ

ザ
メ
を
い
け
す
か
ら
上
げ
、

身
を
さ
ば
く
ま
で
の
下
処
理

を
行
っ
た
。

　
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
Ｄ
Ｗ

社
か
ら
叱し

っ

咤た

激げ
き

励れ
い

さ
れ
る
こ

と
が
何
度
も
あ
っ
た
。「
学

生
だ
と
い
う
甘
え
は
な
い
つ

も
り
だ
っ
た
が
、
だ
れ
か
が

や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
が
行
動
に
出
て
い

た
。
指
摘
を
受
け
、
会
社
の

看
板
、
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
背
負
っ
て
い
る
責

任
の
重
大
さ
を
再
認
識
し

た
」
と
笠
間
さ
ん
は
表
情
を

引
き
締
め
た
。

　
Ｆ
Ｂ
Ｍ
当
日
。
１
個
９
０

０
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
価
格
な

が
ら
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
２

時
間
で
完
売
。
生
ハ
ム
工
房

関
連
の
商
品
も
好
評
で
、
過

去
３
年
の
Ｆ
Ｂ
Ｍ
で
最
高
の

売
り
上
げ
と
な
っ
た
。

　
茨
城
県
出
身
の
石
井
佑
和

さ
ん
（
４
年
次
）
は
「
地
元

へ
の
貢
献
と
い
う
目
標
が
、

ゼ
ミ
活
動
を
通
じ
て
明
確
に

な
っ
た
」
と
語
る
。

　「
地
方
創
生
に
は
地
域
資

源
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
と

そ
れ
を
担
う
若
者
の
存
在
が

不
可
欠
。
産
学
連
携
に
取
り

組
む
過
程
で
、
学
生
た
ち
は

ビ
ジ
ネ
ス
の
観
点
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
元
に
ど
う
貢
献

で
き
る
か
真
剣
に
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
学
生
た
ち

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
る
岩

田
教
授
は
語
る
。

食
に
よ
る
地
方
創
生
を
支
援

長
野
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
サ
ン
ド
開
発

ＦＢＭでチョウザメサン

ドを販売するゼミ生

ポスター、包装などすべ

てゼミ生が担当した

経
営
・
岩
田
ゼ
ミ人

間
科
学
・
樋
口
ゼ
ミ

　「
こ
ん
に
ち
は
。
か
わ
ス

チ
ュ
で
す
」
｜
｜
。
12
月
の

昼
下
が
り
、
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
直

結
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

で
学
生
の
ト
ー
ク
番
組
が
始

ま
っ
た
。

　「
か
わ
ス
チ
ュ
」
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
の
白
井

康
彦
非
常
勤
講
師
が
指
導
す

る
４
年
次
生
７
人
が
制
作
、

季
節
や
身
近
な
地
域
の
話
題

を
紹
介
し
て
い
る
。
映
像
は

学
生
た
ち
が
企
画
、
取
材
、

撮
影
、
編
集
を
行
い
、
生
放

送
の
ト
ー
ク
に
挿
入
す
る
。

　
こ
の
番
組
の
放
送
に
協
力

す
る
の
は
、
横
浜
・
川
崎
両

市
の
臨
海
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー

す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
の

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
テ
レ
ビ
」。
川
崎

市
内
の
大
学
生
の
力
を
借
り

て
番
組
を
作
れ
な
い
か
と
、

映
像
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
幅
広
く
行
っ
て
い
る
福
冨

忠
和
教
授
に
声
を
か
け
た
。

　
番
組
は
２
０
１
８
年
４
月

か
ら
月
に
１
回
、
サ
テ
ラ
イ

ト
ス
タ
ジ
オ
で
20
分
の
公
開

収
録
を
行
い
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
に
同
時
配
信
。
そ
れ
ら

を
再
編
集
し
た
番
組
（
15

分
）
が
Ｙ
Ｏ
Ｕ
テ
レ
ビ
で
放

送
さ
れ
る
。

　
12
月
は
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
が

テ
ー
マ
。
惠
良
希
美
さ
ん
、

関
口
翔
太
さ
ん
が
ト
ー
ク
を

担
当
。
息
の
合
っ
た
「
お
し

ゃ
べ
り
」
と
と
も
に
、
関
口

さ
ん
と
隆
希き

有あ

さ
ん
が
横
浜

市
鶴
見
区
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

施
設
で
取
材
し
た
映
像
が
流

れ
た
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
紹

介
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
デ
ー

ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
い
い

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
い
ま
し

た
」
と
語
る
の
は
リ
ー
ダ
ー

の
佐
藤
佑
香
さ
ん
。
こ
れ
ま

で
「
大
盛
り
グ
ル
メ
」「
イ

ン
ス
タ
映
え
の
動
物
園
」
な

ど
今
を
捉
え
る
話
題
を
次
々

登
場
さ
せ
た
。

　
11
月
は
「
Ｊ
Ｋ
流
行
語
っ

て
知
っ
て
る
？
　
カ
ワ
サ
キ 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
調
査
」。「
あ

げ
み
ざ
わ
」「
あ
ざ
ま
る
水

産
」
な
ど
、
女
子
高
校
生
の

間
で
は
や
っ
て
い
る
こ
と
ば

を
取
り
上
げ
た
。

　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
テ
レ
ビ
コ
ン
テ
ン

ツ
事
業
部
の
高
科
英
昭
課
長

は
「
社
会
人
で
は
思
い
も
つ

か
な
い
ア
イ
デ
ア
。
目
の
つ

け
ど
こ
ろ
が
違
い
ま
す
。
映

像
制
作
の
セ
ン
ス
も
い
い
」

と
話
す
。

　
関
口
さ
ん
は
「
撮
っ
て
き

た
映
像
の
編
集
作
業
に
は
い

つ
も
苦
労
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
個
性
を
ど
こ
ま
で
出

す
か
。
技
術
面
の
未
熟
さ

を
ど
う
克
服
し
て
い
く
か

…
…
」
と
試
行
錯
誤
の
活
動

を
語
る
一
方
、「
テ
レ
ビ
局

の
方
々
と
一
緒
に
仕
事
を
す

る
こ
と
は
貴
重
な
社
会
勉
強

に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
も
。

　
担
当
教
員
は
「
彼
ら
は
授

業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
２
年

以
上
、
映
像
制
作
を
や
っ
て

き
た
。
ま
だ
足
り
な
い
と
こ

ろ
は
あ
る
が
、
活
動
の
成
果

は
番
組
の
中
に
反
映
さ
れ
て

い
る
」
と
話
す
。

　
白
井
研
究
室
は
、
こ
の
ほ

か
▽
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
Ｊ
‥

Ｃ
Ｏ
Ｍ
へ
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像

提
供
▽
エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
放

送
「
か
わ
さ
き
ワ
ン
セ
グ
」

運
営
▽
茨
城
県
行
方
市
の
エ

リ
ア
テ
レ
ビ
の
番
組
作
り
協

力
｜
｜
な
ど
地
域
に
密
着
し

た
映
像
制
作
を
学
生
の
視
点

で
活
発
に
展
開
し
て
い
る
。

４年次生が番組作り
映像制作からトークまで

公
開
収
録
で
「
か
わ
ス
チ
ュ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

12

月
、
川
崎
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ

ジ
オ
で

ネット情報・「かわスチュ」プロジェクト


